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▶看護師さんの業務時のユニフォームのデザインを
検討する会に立ち会う機会がありました。膨らまな
いポケットや動きやすい素材など機能面の進化はも
ちろんですが，患者さんからどう見られるか，自分た
ちはどのような看護を大切にしているか，などさまざ
まな視点で検討されていました。病院によって重視
するポイントが違うところが興味深かったです。毎日
のことなので納得してモチベーションの高まるような
ものを着たいという真剣な議論の中でこぼれ出る，
日 の々看護への思いなどを聞く貴重な経験でした。
▶職場でのハイヒールやパンプスの着用を強制さ
れることに異議を唱える「＃KuToo」運動が議論
を呼んでいます。この話題で「社会通念」という言
葉を何度も耳にしましたが，真夏でもスーツにネクタ
イが必須だったのが今では「汗だくが不快」と様
変わりしてきたように，「マナー」「当たり前」「そういう
ものだから」がすごいスピードで見直されているの
を感じます。� （石塚）

▶『退屈すれば脳はひらめく─ 7つのステップでス
マホを手放す』（NHK出版，2017）という本を昨年
買ったのですが，自身の“生活習慣病 ”を突き付
けられる気がして，積読本となっていました。しかし
最近，何か脳が腫れているような。意欲も発想も湧
いて来ず。「原因はスマホでは？　今こそページを
開くべきだろう」と決意しました。▶この本の原題は
“Bored and Brilliant”。真の創造性・生産性は退
屈な時間，ボ～っとしているときにこそ生まれるという
もの。スキマ時間をスマホで埋めない。マインドフルな
時間を持つ。これは納得。▶実はこの本，ラジオ番
組による実験プロジェクトに基づき書かれたそうで
す。本の著者でもあるラジオ番組の記者が，「1週
間スマホを手放す実験に参加しよう」と呼びかけた
ところ，世界中から2万人が参加したとか。ラジオ
番組の企画に2万人！　多くの人が共感するテー
マであれば，オールドメディアもまだまだ健闘できるこ
とに気づかされ元気が湧いてきました。� （小齋）
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特集
臨床倫理事例検討の新たな手法 

ジレンマ・メソッド
急性期病院で多職種チームが提供する医療・ケアの質を，倫理的な側面から保証する役割を
看護師が担う機会は少なくありません。ACP，意思決定支援が注目されており，患者のアドボ
ケーターとしての看護師が，倫理的検討が必要なケースに接する機会や，職種のはざまでジレン
マを感じる場面は，今後も増えていくでしょう。 
こうした中，各施設で臨床倫理事例を検討するカンファレンスが増えています。臨床倫理の専門
的知識を持つスタッフが十分とは言えない臨床現場で，効果的・効率的かつ継続的にカンファ
レンスを実施する方法について，模索が続いています。 
本特集では，構造化された倫理カンファレンスの新たな手法，「ジレンマ・メソッド」を紹介しま
す。「ケース提供者の困りごとに焦点化して，60（または 90）分間，10 の構造化されたステップ
でじっくり検討する」ことが特徴で，多忙な臨床現場でも取り組みやすい方法です。

臨床倫理サポートの新しい流れ
委員会からチーム，そして対話の文化へ◉田代志門
構造化された倫理カンファレンスを目指してジレンマ・メソッドを学ぶ◉田代志門
ジレンマ・メソッドを用いた模擬カンファレンス（誌上採録）
◉�一家綱邦／稲村直子／里見絵理子／清水千佳子／ 

高田博美／田代志門／宮田佳代子

巻頭シリーズ

あしたのマネジメントを考えるヒント，このひとに聞く⑧
鈴木竜太氏

facebookアカウントをお持ちの方は「いいね！」
をお願いします。
//www.facebook.com/kangokanri1991/
twitter アカウントは，@kangokanri です。
合わせてフォローをお願いします。
//twitter.com/kangokanri

facebook，twitterやってます！
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